
必 ず パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ｉ Ｄ シ リ ー ズ 専 用 本 体 と ラ イ ト バ ー の 組 合 せ で 使 用 す る 。 　 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

・上記（　）内は加工品番です。

・特注品の適合本体品番：ＦＡＨＸ７、ＦＡＨＸ３０、ＦＴＥ９８０Ｄ、ＦＴＥ９８０ＤＳ、ＦＴＥ９８１Ｄ、

　ＦＴＥ９８１ＤＳ、ＮＳＲ８３Ｌ９、ＮＳＲ８４Ｌ９（以降、加工品番および特注品番の記載を省略します）。

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４１７１１

（連結中用）

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４２７４２ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）８２７４２

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４１７１３

（連結左用）

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４１７１２

（連結右用）

・本照明器具はパナソニック製ｉＤシリーズ専用本体とライトバーの組合せで性能を満足します。

埋 込 型 　 下 面 開 放 型 　 Ｗ １ ０ ０

埋 込 型 　 Ｃ チ ャ ン ネ ル 回 避 型

品 番

品 番

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４２７４２

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４１７１３

（連結左用）

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４１７１２

（連結右用）

埋 込 型 　 Ｃ チ ャ ン ネ ル 回 避 型

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）８２７４２

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４１７１１

（連結中用）

埋 込 型 　 下 面 開 放 型 　 Ｗ １ ０ ０

・適合本体と適合ライトバーの組合せは、承認図・カタログを参照してください。

取 説 Ｎ ｏ ． Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ４ １ ７ １ １ － Ｔ １ ２

（一般屋内用）

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

注意

警

注

告

　 使 用 し な い で く だ さ い 。 　 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

周 囲 温 度 は 、 ５ ３ ５ で 使 用 し て く だ さ い 。 　 指 定 外 の 周 囲 温 度 で 使 用 す る と 、 ち ら つ き や 短 寿 命 の 原 因 と な り ま す 。

直 射 日 光 の 当 た る 場 所 、 湿 気 の 多 い 場 所 、 振 動 の 強 い 場 所 、 雨 水 の か か る 場 所 、 腐 食 性 ガ ス の 発 生 す る 場 所 で は

警告

施 工 は 、 施 工 説 明 に し た が い 確 実 に 行 な う 。 　 施 工 に 不 備 が あ る と 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

表 示 さ れ た 電 源 電 圧 （ 定 格 電 圧 ６ ％ ） ・ 周 波 数 で 使 用 す る 。

　 指 定 外 の 電 源 電 圧 ・ 周 波 数 で 使 用 す る と 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ

器 具 本 体 を 分 解 、 改 造 し な い 。 　 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

意

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ

断 熱 材 、 防 音 材 を か ぶ せ て 使 用 し な い 。 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

水 平 天 井 埋 め 込 み 取 付 専 用 で す 。 　 他 の 取 付 は し な い で く だ さ い 。

電 源 線 は 断 熱 材 の 上 を 通 し て く だ さ い 。

断 熱 材 施 工

不 可

　 落 下 の 原 因 と な り ま す 。

断 熱 材電 源 線

一 般 屋 内 で ご 使 用 の 場 合 で も 、 器 具 周 辺 に 硫 黄 成 分 が 存 在 す る 場 所 で は 使 用 し な い で く だ さ い 。

　 （ 一 部 の 食 品 や 薬 品 、 車 の 排 気 ガ ス に は 硫 黄 成 分 が 含 ま れ ま す 。 ）

　 光 学 性 能 に 影 響 を 与 え る 場 合 が あ り ま す 。

１ ０ ｃ ｍ 以 上 １ ０ ｃ ｍ 以 上

２
０
ｃ
ｍ
以
上

・下記組合せは、公共施設用照明器具型番となります。

公 共 施 設 用 照 明 器 具 型 番

Ｌ Ｒ Ｓ ３ Ｃ Ｃ － ６ ７ ０ ０ Ｌ Ｍ

Ｌ Ｒ Ｓ ３ Ｃ Ｃ － ５ ０ ０ ０ Ｌ Ｍ

器 具 の 取 り 付 け 取 り 外 し は 手 袋 な ど 保 護 具 を 使 用 す る 。 け が の お そ れ が あ り ま す 。

・必ずライトバーに同梱の説明書と併せてご覧ください。

ラ イ ト バ ー 品 番

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ６ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｔ

Ｎ Ｎ Ｌ ４ ５ ０ ０ Ｅ Ｎ Ｔ

本 体 品 番

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ４ ２ ７ ４ ２

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ４ ２ ７ ４ ２

取扱説明書
保管用

取扱説明書
施工説明書施工説明書

２９６

２９６



ソエ板なし
ソエ板あり

ソエ板あり

ボルトの締め過ぎにご注意ください。

　下図を参考に調整してください。

　本体が変形し、ライトバーが取付け難い原因となります。

　連結金具は、器具に対し垂直になるように調整し

　ながら取付けてください。

　

下 面 開 放 型 　 Ｗ １ ０ ０ 　 の 場 合

品 番

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ４ ２ ７ ４ ２

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ８ ２ ７ ４ ２
１ ２ ０ ０

ネジ

連結金具

ネジ連結金具

連結左用
連結中用

連結右用

以降の取付方法については、ライトバーに同梱の

説明書をご参照ください。

・本体の外側に連結金具（ＮＮＦＫ９１０００（別途））

　を取付ける。

埋 込 穴 寸 法 ： Ｗ （ Ｌ ）

１ ０ ０ （ １ ２ ２ ４ Ｎ ＋ １ ０ ） ４ ２ ４

開 口 穴 寸 法

（ Ｎ ： 連 結 台 数 ）

本体の取付本体の取付

埋込穴の開口埋込穴の開口

・本体同士を寄せ合いながら、取付ボルトで確実に

　取付ける。　（取付ボルト推奨トルク値：０ ６Ｎ・ｍ）

　不備があると器具落下の原因となります。　不備があると器具落下の原因となります。

　（取付ボルトは、Ｗ３／　８又はＭ１０を使用する。）

３３

２２
・埋込穴、取付ボルトを図の様に用意しておく。

取付前の確認取付前の確認
・器具質量（６ ４ｋｇ：ＮＮＬＫ８２７４２＋ライト

　バーの場合）に十分耐えるよう、取付ボルトの強度・

　天井材の強度を確保する。

１

　不備があると器具落下の原因となります。

１

　不備があると器具落下の原因となります。

・電源線、アース線を本体の電源穴から引き込んでおく。

以降の取付方法については、ライトバーに同梱の

説明書をご参照ください。

２ ２
０

Ｐ

開 口 穴 寸 法

警告告 施工は、施工説明書にしたがい、確実に行う。

施工に不備があると、火災・感電・落下の原因となります。警

・器具に同梱の連結金具を本体に取付ける。

・本体を取付ボルトで確実に取付ける。

　（取付ボルト推奨トルク値：０ ６Ｎ・ｍ）

　不備があると器具落下の原因となります。　不備があると器具落下の原因となります。

・本体は、右用から順次取付ける。（仮取付け）

　（注）左用は最後に取付ける。

　（取付ボルトは、Ｗ３／　８又はＭ１０を使用する。）

３３

２２ 埋込穴の開口
・埋込穴、取付ボルトを図の様に用意しておく。

取付前の確認取付前の確認
・器具質量（２ ８ｋｇ：ＮＮＬＫ４１７１１＋ライト

　バーの場合）に十分耐えるよう、取付ボルトの強度・

　天井材の強度を確保する。

１

　不備があると器具落下の原因となります。

１

埋込穴の開口

　不備があると器具落下の原因となります。

本体の取付
・電源線、アース線を本体の電源穴から引き込んでおく。

本体の取付

（ 単 体 連 結 取 付 ： Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ８ ２ ７ ４ ２ の 事 例 ）Ｃ チ ャ ン ネ ル 回 避 型 　 の 場 合

（ 連 結 取 付 ）

１ ０
０

Ｐ

Ｐ

開 口 穴 寸 法

（ Ｎ ： 連 結 台 数 ）

開 口 穴 寸 法

１ ２ ５ ７
２ ２ ０ （ ２ ４ ５ ７ Ｎ － ２ ０ ）

４ ５ １２ ２ ０ （ １ ２ ５ １ Ｎ － ２ ０ ）

埋 込 穴 寸 法 ： Ｗ （ Ｌ ）

各部のなまえと取付方法

額 縁 か ら 本 体 底 面 ま で の 距 離

３ ６ ｍ ｍ 以 下

ボ ル ト 引 込 み 代

４ ５ ５ ５ ｍ ｍ

ボ ル ト 引 込 み 代

５ １ ０ ｍ ｍ１ ２ ０ ０ 又 は １ ４ ０ ０

１ ２ ０ ０ 又 は １ ４ ０ ０

８ ０ ０

８ ０ ０

８ ０ ０

８ ０ ０

器 具 取 付

ピ ッ チ
Ｐ 寸 法

器 具 取 付

ピ ッ チ
Ｐ 寸 法

８ ０ ０

１ ０ ５ ７１ ４ ０ ０

ＭＮ１０１４－１２０４２２

パナソニック株式会社　ライティング事業部 〒571-8686　大阪府門真市門真1048
　お問い合わせ先　パナソニック　照明器具・ランプ商品ご相談窓口　https://sumai.panasonic.jp/support/
　　0120-187-441（フリーダイヤル）【受付時間】月～土/9:00～18:00（祝日・三が日を除く）　※携帯電話からもご利用になれます。
　　0120-872-460（FAX） Help desk for foreign residents in Japan Tokyo (03) 3256-5444 Osaka (06) 6645-8787 Open: 9:00 - 17:30 (closed on Saturdays / Sundays / national holidays)


